心の牢獄
エゼキエルがイスラエルの偶像礼拝について繰り返し述べているのを読むと、ある一つの疑問を避けることができなくなります。エジプトでの災い、紅海を渡ったこと、マナの備え、戦いでの勝利、そして何世紀にもわたる神の忠実な顧みを目の当たりにした後で、神の民はどうして力のない偶像に執着し続けることができたのでしょうか。まことの神の優越性を認めるべきだったのが誰であったとしても、確かにそれはイスラエルでした。
エゼキエルが徐々に明らかにする答えは、驚くべきものであると同時に、厳粛なものである。イスラエルがかつて占領された最大の牢獄は、エジプトでもバビロンでもなかった。それは人の心であった。
なぜ偶像はそれほど魅力的だったのか
偶像礼拝が生き残ったのは、偶像に説得力があったからではなく、人間の本性に訴えかけたからです。
イスラエルの神は、唯一の神への献身、道徳的な純潔、公正、思いやり、そして信仰を求められました。神は儀式や取引によって操ることのできるお方ではありませんでした。神の民は、信頼と従順に基づく契約関係へと召されました。
周囲の偶像が要求するものは、はるかに少なかった。それらは見ることも、触れることも、運ぶこともでき、礼拝者が望む場所ならどこにでも置くことができた。人々は、犠牲をささげることによって、これらの神々を説得し、雨、豊穣、軍事的勝利、または繁栄を与えてもらえると信じていた。その関係は、人格的なものというよりも、取引的なものであった。
多くの点で、偶像は人々が支配権を握り続けることを可能にしました。生ける神は、彼らに支配権を明け渡すことを求めました。
それゆえ、偶像礼拝は非常に深く根を下ろしました。それは、神によって明らかにされた真理よりも、堕落した心の欲望に訴えかけたからです。
なぜ旧約は問題を解決できなかったのか
これは、もう一つの重要な疑問を提起します。もし神がイスラエルにご自分の律法、祭司職、いけにえ、神殿、そして礼拝の全制度をお与えになったのなら、なぜこれらは問題を解決しなかったのでしょうか。
答えは、旧約は罪を明らかにし、罪を抑制し、罪を一時的に贖うことはできましたが、罪深い性質そのものを変えることはできなかった、ということです。
すべてのいけにえは、罪が残っていることをイスラエルに思い起こさせました。
贖罪の日は毎回繰り返さなければなりませんでした。
それぞれの世代は、同じ堕落した心を受け継いでいたため、契約について改めて教えられなければなりませんでした。
神殿は礼拝者を儀式的に清めることはできましたが、新しい内なる性質を創造することはできませんでした。律法は神の聖なる基準を示しましたが、その基準に一貫して従って生きるために必要な霊的力を与えることはできませんでした。
これが、イスラエルの歴史が、従順、妥協、悔い改め、回復、そして再びの反逆という循環になる理由です。外面的な制度はその目的に完全に適していましたが、神ご自身だけが人の心の内に成し遂げることのできることを成し遂げることはできませんでした。
エゼキエルは神の解決策を告げ知らせる
これが、エゼキエルの新しい契約の約束が非常に注目すべきものである理由です。
わたしはあなたがたに新しい心を与える。それで、あなたがたは正しい願いを抱くようになる。また、あなたがたに新しい霊を授ける。それで、石のように堅い罪の心が取り除かれて、愛に満ちた新しい心が生じる。
- エゼキエル書 36:26
神がより良い律法や、より印象的な奇跡を約束しておられないことに注目してください。
彼は新しい心を約束されます。
人類の最も古い問題に対する答えは、さらなる証拠ではなく、内面の変革です。新しい契約のもとで、神は信者たちの内に御霊を置き、律法が描写していたものの、それ自体では決して生み出すことのできなかった種類の人々へと成長できるようにしてくださいます。
ついに牢獄が内側から開かれます。
なぜこれが重要なのか
イスラエルの物語は、証拠だけでは信仰は生み出されないことを私たちに思い起こさせます。出エジプト、奇跡、神殿、そして預言者たちは皆、神の現実を明らかにしました。それでも多くの人々が神を拒み続けたのは、最も深い問題が知的なものではなく、霊的なものだったからです。
同じ原則は今日にも当てはまります。キリスト教は、神についての特定の事実を単に受け入れることや、宗教的義務を果たすことにすぎません。神が望んでおられるのは、変えられた心です。キリストと内住する聖霊を通して、信者は、イスラエルの契約が予告していたものの、与えることのできなかったものを受けます。それは、神を愛し、信頼し、従うことをますます喜ぶ新しい心です。
最大の奇跡は、神がご自身を啓示されることだけではありません。神のもとに来る人々の心を変えてくださることです。
